
神奈川県秦野市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
合同部活動の推進に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・令和３年度から実証事業に取り組み、秦野市独自のスキームを提示しながら学校と協働して「事例づくり」を行ってきており、「地域移行（地域クラブ）」への共通認識と

一般的な理解の共有は、生徒及び保護者さらには教職員に対して浸透してきている一方で、指導者の人材確保の面、費用負担の面には継続的に課題がある。今度も

現状の学校部活動を持続することは難しいため、子どもたちのスポーツ活動をする機会の確保を第一に考え、地域の実情に応じて体制整備を整えていくことを目指していく。

（１）運営類型：市町村教育委員会運営型

（２）運営主体：秦野市教育委員会 教育指導課

（３）活動種目：剣道、陸上競技、サッカー など

（４）指導者の主な属性：地域部活動支援協力者

（５）１カ月あたりの平均的な活動回数：１回

（６）主な活動場所：メタックス体育館はだの（秦野市総合体育館）

秦野市カルチャーパーク陸上競技場 各中学校 他

（７）主な移動手段：徒歩、保護者の送迎

（８）一人あたりの参加費（年間）：なし

（９）一人あたりの保険料 ：生徒800円／指導者1,850円

・市内各種目競技団体（連盟等）と秦野市中学校体育連盟各競技専門部が協働して、合同部活動（練習会）の枠組みを活用した取組を実施した。

・市教育委員会が指導を希望する教職員の兼職兼務届を承認する体制整備を図った。その結果、指導を希望しない教職員が合同部活動（練習会）に従事しない環

境づくりが図れた。
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指導者の紹介等の協力（地域部活動支援協力者登録）
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・部活動検討委員会を開催
・実情に応じた運営方法の検討
・市内中学校への説明会の実施
・成果と課題の共有
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合同部活動（サッカー）・合同部活動（軟式野球）
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